
8 月コラム 

 

皆様こんにちは！山県市マリッジサポートセンター相談員です。 

今年もお盆休みの時期となりました。 

お盆はご家族が集まってご先祖様の供養をし、食事を 

しながらお互いの近況を報告される方が多いと思います。 

お年頃の男女がいればそこで話題となるのは「結婚」！！ 

独身男女の皆さんにとっては、「わかっとるわ」とか 

「放っておいてよ」なんて思われることかもしれませんね。 

しかし、親御さんたちにとっては、大切なお子様の将来は 

気になると思います。 

20 代で結婚された男女は親御さんが放っておいても 

「運命の人」に出会えました。親御さんもやれやれ巣立って 

くれた。次は孫が楽しみ・・・と未来にワクワクします。 

30 代になると独身男女の皆さんは今いる環境の中では異性と 

出会えるチャンスが少なくなります。そして、異性と出会う 

という行動もおっくうになってくるようです。 

なぜなら、恋人がいなくても、結婚していなくても、おおむね 

幸せに暮らしていると感じている独身男女が多いからです。 

家にいれば母親がご飯を作ってくれるし、洗濯もしてくれる。自分の好きな趣味にお金を使うことができる。 

また、買い物や旅行を楽しんだり、友達と遊んだり・・・心の中では自分の生活のパターンを変えたくないと思ってい

るのです。また、生活を変えることに勇気が出てこないのです。 

 

そんな環境にいたある男性が、動きました。 

きっかけは親御さんとの結婚についての大喧嘩です。結婚に向けていつまでも動かないお子様に対し、お母様は「どう

なのよ？」って時折言葉をかけたそうです。それでも、らちがあかないお子様にお父様も行動を起こしたことで「絶対

結婚したるわ！！」と殴り合うくらいの大喧嘩に発展。 

そんなきっかけではありましたが、ちょうど昨年の今頃、お母様とともに山県市の相談所に来所をされ登録し活動を始

めました。 

「1年以内に結婚する」と決意表明した男性。 

私たち相談員のアドバイスを素直に受け止め、 

イベントや、セミナーには必ず来てくれました。 

お見合いも積極的に取り組んでくれました。 

そして、見事結婚へと向かうことができました。 

相談所に彼女を連れてきてくれた時、笑顔が 

輝いていました。 

二人で時おり顔を見合わせて交際エピソードを 

話してくれた時も、本当に幸せそうでした。 

 

独身のお子様にとって親御さんは身近な存在だ 

と思います。お子様の結婚について積極的に 

関わってみてはどうでしょうか。 

 

山県市マリッジサポートセンターでは、親御さんやご家族からのご相談もお受けします。 

お子様の結婚についモヤモヤしておられましたら先ずはご相談ください。親御さんの勇気ある行動がお子様たちを動か

すかもしれません。どうぞ気楽にお問い合わせください。 

お待ちしています。 


